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脂肪 糖質 カルシ 鉄
? ? ?
ン
調i査時 （Ca1）蟹1動物性iの （の （の ウムimg） （mg） σ蝕）i （BImg）1（B：mg）1（Cmg）1　Di1．u．）
春
・・5・・1 5・β1・a813・．81 262132618．917871α53｛α481 391 26
夏 1，38214α3i・乞712741248139318．・1 6981咽 α541 3・1 57
秋 ・・52gi46．・118．4138．21234i4721・α21 9381α571・・721 　　■U21 62
?、 ・・68214＆61・5．・1 35・129・1 3681駄・1 637iα581α52i 531 40






























? ?、　　　　　　　　　調査時_　　　　 　 　 　 項目栄餐素別’＼こ二
平均値
i％）
標準P偏差1羅糊直 1標準偏差1翻 平均値（％） 1標準偏差畷 平均値i％） 1標準偏差騰
熱　　　量 93．624．726．3 94．915．416．2 100．416．516．4 111．110．3 9．3
総蛋白質 96．910．310．6 91．616．217．6 92．620．021．6 97．511．111．4
動物性蛋白質 67．811．617．1 71．034．849．0 73．622．029．9 58．230．051．6
脂　　　肪 121．851．942．6 112．433．129．4 149．020．613．8 140．746．032．
カルシウム 80．050．262．7 98．427．327．7 118．043．136．5 92．220．522．2
鉄 108．343．ユ 39．7 100．333．133．0 126．138．630．6 113．713．511．9
ビタミン　A 65．840．160．9 60．617．028．0 78．534．543．9 53．123．644．4
ビタミン　β1 69．220．329．3 60．311．619．2 76．126．334．6 77．127．735．9
ビタミソ　Bz 62．636．157．6 75．815．920．9 95．127．528．9 70．013．919．
ビタミン　C 91．155．761．1 75．021．728．9 156．141．226．4 140．169．649．2
ピタミソ　D 6．3 5．5 86．7 14．212．084．5 15．2工4．0 92．1 10．0 5．8 58．
































































































































83（S） 66（S） 71（S） 89（T） 83（L） 33．4
夏 81（S） 67（S） 72（S） 88（T） 32（L） 38．2
’秋 83（S） 67（S） 72（S） 86（L） 78（L） 39．9














































　　持　久　力筋（体支持持続時間） 0 2＆6 57．1 14．3 0 3．1
　　　発　　性瞬　（立幅とび）
42．8 143 42．8 0 0 40
調　　整　　力


















順位 摂取栄難剖・ 摂取栄養比率1・ 撫栄養比率1・
1 ビタミンAlα28・ビタミンcD546熱　　量iq379
2 動雛蛋頗比1α2エ6総蛋白州α39・脂　　　肪1α359
3 ビタミンclα・84ビタミンAh2・2ビタミンA1α34・
4 総蛋白質1α・58総体的椒栄拙率1α・39鋤性蛋畝比1a・48’
5 ビタミン＆1α・57肋性蛋白質比1α・36ピタミソρ1α・76
考 察
　著者が調査した一平地農村の幼児の栄養摂取状況を昭和45年の副票値と比較したところ，総体的
摂坂栄養比率V＊i9　83．　9％，夏84．5％，秋106．　6％，冬95．4％で季節変動の明らかなことがうかがわ
れた。通年所要量を充足する栄養素は脂肪と鉄であったが，春と夏にはその他の栄養素はすべて所
要量に充たず，他方秋にはこれに加えて熱量，カルシウムおよびV．Cが，また冬には熱量および
V．Cがそれぞれ所要量を越えていた。なかでもカルシウムおよびビタミン摂取に関する季節変動が
大であったが，総じて，秋における栄養摂取が良好であった。しかもこの年令層が栄養摂取におい
て個人差の大きいことは，既に，武藤1エ）らも指摘しているように，本対象幼児の場合も同様であっ
て・ことに動物性蛋白質・カルシウムおよびビタミン類など，発育期の栄養に関連のある栄養素に
おいてその傾向が顕著であった。
　これらの成績を山村および農山村幼児のそれと対比すると，栄養摂取上の個入差ならびに季節変
動の認められることは全く一致するところであったが，摂取栄養比率にかんしては山村幼児におい
て低値であり，また農山村幼児の春の成績は本対象幼児のそれを凌ぐものの，通年の成績では僅か
ながら及ぼず，総じて平地農村幼児において良好であった。
　また，蛋白質栄養にかんしては，量的な面の充足率は91．6％（夏）～97．5％（冬）で，山村幼児
の74．5％（夏）～95．7％（秋），および農山村幼児の82，1％（夏）～102．6％（春）に比べて，平
地農村幼児は一年を通じて均衡がとれており，また質的な面においても，動物性蛋白質比（年間平
均値）は山村の26。6％，および農山村の31．1％に対し，対象幼児のそれは35．　6％と高く，さらに蛋
白価および化学価は農山村幼児とほば同じ値を示し，山村幼児よりは良好で，総括的に対象幼児は
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蛋白質摂i取において優れてV）た。
　この要因は極々あげられるであろうが，今，地域的特殊性にその焦点をおくならば，次の二点が
考えられるであろう。すなわち，平地農村は他の二地帯に比べ，年聞を通して食糧の供給面で恵ま
れていること，ならびに農家所得の潤沢なことである。このことは摂取食品の構成ならびに摂取食
品数においてみられるところであり，とくに緑黄野菜，魚介類の供給にかんしては季節差を認めず，
さらに，菓子飲料，果実類，肉および乳類の摂取は概ね本対象幼児に多かった。しかも，他の二地
帯では，3～5日間の調査期間中緑黄野菜，肉，卵および乳類等の摂取皆無の対象が常に若干名ず
つみられ，また，山村幼児には冬の5日間の調査期間中動物性食品を全く摂取していない対象が8
％存在したが，平地農村の本対象幼児においてはこのような極端な現象は殆んど観察されなかった。
　ところで，体位は対象幼児において明らかに優位であったが，体位指数と摂取栄養比率との間の
相関性は，山村および農山村幼児の場合にみられるほど必ずしも高くはなく，また体重1勿当り摂
取熱量および蛋白質量については，山村および農山村幼児にいずれも比較的商値であり，対象幼児
に低値であうたことは予期せぬことであった。後者については，対象幼児の場合・熱量および蛋白
質の所要量に対する充足率（年間平均値）はそれぞれ97．5％，および94．6％であるのに対し・体重
指数（年間平均値）が107％とかなり高かった結果ではなかろうかと思われるが，これを推計学的
に考察するには例数が少なすぎる。なお，体力評価にかんしても対象幼児が他の二地帯に比べ僅か
ながら優位を示していたが，栄養摂取との相関性は他の二地帯に比べて低値であった。但し・体位
の場合と異なり，熱量ならびに脂肪との間に低値ながら相関の得られたことは，農山村幼児にも共
通するところであり，既に湊12）らも報告している。
　以上述べた如く，平地畏扁における幼児栄養の現状は，山村および農山村幼児に比べ概ね良好で
あったが，栄餐摂取と体位ならびに体力との関連性については山村および農山村幼児に認められる
程明確ではなかった。この点にかんする考察は，本調査の結果のみならず，さらに引続き実施中の
都市近郊農村における調査の成績にまつこととしたい。
　幼児期の栄養状態をより詳細に把握し，栄養指導上の示唆を得る口的で・通年の調査を企図して
より本調査を以てようやく3回目を了えた次第であるが，ある一時期のみの集団観察では看過され
やすい変動あるいは傾向といったものを一つ二つ明らかにすることができた・しかし・ある一つの
毒象が明らかにされると，それに附随してなお畿つかの問題点が提起されることに気づいた。その
うちの二つをとくにとり挙げてみたい。さきに，中川13）は栄養の発育に及ぼす影響については個人
観察（同一小児を長年月にわたり縦に観察してゆく）が適しているが，集団観察と併行することに
より初めていろいろな事実を明らかにし得ると述べており，著者もこの意見になるべくそうように
検討を進めて来たのであるが，ここで遭遇した問題の一つは，個人観察を進めて行く際のよるべき
基準を何に求めるかということである。本研究では，初回よりこの点に逡巡しつつも・一応昭和45
．年度を目途とした年令別性別栄養所要量ならびに休位を基準として検討を試みているのであるが・
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次のような矛盾がある。すなわち，栄養所要量の年令別の幅が3～5才というように3年にわたる
ため，3才児も5才児も同一の基準に対比することになり，したがって3才児の充足率は低く，5
才児の充足率は高く算定されることになる。また，通年の観察をする場合に初回の調査時と最終回
の調査時では約1年間の開きがあるため，当然のことながら対象の摂取栄養量は増加するにも拘ら
ず，比較する基準は同一のものとなることから，初回よりも最終回の成績がより良好となる傾向が
みられ，季節変動や個人差を検討する際に考慮しなければならなくなる。以上の問題点は集団観察
を併行して行ない，しかも例数を多くすることにょり解消さ豹るべきものであろうが，長期間にわ
たる栄養調査は地域住民の余程の理解と協力を得られない限り，調査対象を多数確保することは困
難である。ところで，著者は該調査成績の評価にかんし，従来の文献14）　15）にも現われているところ
の体重1吻当りの摂取量が一つの評価基準となるのではないかと考えて検討してみたが，体重との
間に一定の関係は見出せず，またその地域間の差違は摂取栄養比率とは逆の結果示すなど，これま
での調査成績からは未だ結論を下すことは困難であった。これまでの文献をひもとくならば，“真
の所要量”を推定しようとして払われた，先人の努力のなみなみならぬことがうかがわれ，これか
らもその追求は続けられるものと思われる。さらに，最近，武藤らが16》が発育期における脂肪適量
の追求を意図されている如く，摂取量の上限を検討しておくことも重要な課題となりつつある。
　問題点のもう一つは，栄蓋調査成績を調査対象のおかれている生活環境ならびに社会環境上の諸
条件との関連において考察する場合の，それらの調査方法についてである。このことにかんし，
J．　P．Chassy17｝らは栄養状態の調査研究に社会科学的な手法を用いることの有用性について述べ，
結論として該研究を栄養学者ならびに医師に加えて，社会科学者および文化人類学者との協力によ
って遂行すべきことを提案している。以上の栄養学研究の新方法については，今後の研究段階にお
いて検討のよすがとしたい。
総 括
　平地農村の幼児の栄養摂取状態を把握するために，対象幼児11～25名について，3，8，10，2
月の四季にわたり，連続した3日聞（通年12日間）の食餌摂坂状況を調i査し，併せて体位および体
力の測定を行ない，先に報告した山村および農山村幼児の調査成績と比較した。その結果は次のよ
うに要約される。
　（1）摂坂食品数は1人1日平均17～20品であり，山村および農山村幼児に比べ僅かながら多かっ
た。
　｛2）食品群別摂坂量は季節により変動し，概して秋に多く，春に少なく，夏と冬はその中間であ
り，通年で所要彙を越えていたのは果実類およびその他の野菜のみであった。しかしながら，緑黄
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野菜および動物性食品の摂取にっいては，山村および農山村幼児に見られるような極端な不足や著
しい季節変動は認められなかった。
　（3｝栄養摂取状況においても季節変動が認められ，総じて秋に多く，夏に少なかった。通年で所
要量を凌駕しているのは脂肪および鉄の摂取量であり，概して，動物性蛋白質，V．A，　V．B・，　V．B
およびV．Dの摂取量が少ないが，山村および農山村幼児に比べると幾分良好であった。
　｛4）体重1　kg当りの熱量摂取量は78．9　Cal（秋）～88．6Cal（冬），同じく蛋白質摂取量は2．379
（秋，冬）～2．75Y（春）であり，いずれも所要量を充足せず，また山村および農山村幼児に比べ
てやや低値であった。
　（5）総体的摂取栄養比率は84％（春）～106％（秋）であり，山村幼児の62％（夏）～99％（秋），
農山村幼児の74％（夏）～91％（秋）に比べ良好であった。
　｛6〕摂取蛋白質の動物性蛋白質比（年間平均値）は35．6％，蛋白価83（第一制限因子は含硫アミ
ノ酸），ElT比は2．　468，　A／E比による蛋白価は67，日本卵価は72，日本人乳価は88，日本牛乳価
は81であり，平地農村幼児の蛋白質栄謎は概ね農山村幼児のそれに類似するも，山村幼児よりは良
好であった。
　｛7）対象幼児の体位は，昭和45年の目標値ならびに昭和43年度文部省値をも凌駕しており，身長
は平均すると目標値の工03土4．4％，体重は同じく107土11．7％であった。また，体力は平衡力・筋
持久力・瞬発性・調整力の4種目についての評価の平均値で表わすと，3．30土0．47点（3点を中位
とする5段階の評定尺度による）であった。いずれも山村および農山村幼児の及ぶところではなか
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　｛8）摂坂栄養比率と体位ならびに体力との相関性は，体重とV．Cおよび総蛋白質，体力と熱量，
脂肪および「にAとの間に認められるものの，山村および農山村幼児の場合に比べて概ね低値であっ
た。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く
御礼申し上げます。また，調査の集計に協力していただきました本学家政科食物専攻の学生の方々，
ならびに調査対象の家庭の方々の一年間にわたるご協力に深く感謝いたします。
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